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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月15日(2018.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微生物の増殖又は貯蔵のためのデバイスであって、
　ａ）第１層の表面の第１部分を含む第１層であって、前記部分に第１の粘土を含む第１
の水膨潤性ゲル化剤が固着されている、第１層と、
　ｂ）前記第１層から分離可能であり、第２層の表面の第１部分を含む、第２層であって
、前記部分に第２の水膨潤性ゲル化剤が固着されている、第２層と、を含む、デバイス。
【請求項２】
　前記第１層が、前記表面の第２部分を更に含み、前記第１層の前記第２部分が、第１層
、接着剤、剥離ライナー、ダム、又はこれらの組み合わせを含む、請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項３】
　前記第２の水膨潤性ゲル化剤が第２の粘土を含む、請求項１又は請求項２に記載のデバ
イス。
【請求項４】
　前記第１の粘土が、少なくとも１種の小板形状を備える、請求項１～３のいずれか一項
に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記第１の水膨潤性ゲル化剤が接着剤によって前記第１層に固着され、前記接着剤は前
記第１層の表面の第１部分のみに配置されている、請求項１～４のいずれか一項に記載の
デバイス。
【請求項６】
　前記第１の粘土が、未変性ヘクトライト、有機変性ヘクトライト、又はこれらの組み合
わせを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載のデバイス。
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【請求項７】
　第１層、第２層、又はその両方の上に配置された指示薬を更に含み、上記指示薬が、塩
化トリフェニルテトラゾリウム（ＴＴＣ）を少なくとも０．５ｍｇ／ｃｍ２の量で含む、
請求項１～６のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項８】
　微生物の増殖又は貯蔵のためのデバイスを製造する方法であって、
　表面を備える第１層を提供する工程と、
　第１の粘土を含む第１の水膨潤性ゲル化剤を前記第１層の表面の第１部分に固着する工
程と、
　表面を備える第２層を提供する工程と、
　第２の水膨潤性ゲル化剤を前記第２層の表面の第１部分に固着する工程と、
　前記第１層を前記第２層に積層する工程と、を含み、前記第１の水膨潤性ゲル化剤は、
少なくとも部分的に前記第２の水膨潤性ゲル化剤と接触する、方法。
【請求項９】
　前記第１の水膨潤性ゲル化剤を前記第１層に固着する工程が、接着剤の層を前記第１層
の表面上に配置することと、前記第１の粘土より疎水性の高い材料を前記第１層の第２部
分を覆って配置することと、前記接着剤層を前記第１の水膨潤性ゲル化剤でコーティング
することと、を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の水膨潤性ゲル化剤を前記第１層に固着する工程が、接着剤の層を前記第１層
の表面の前記第１部分上に配置することと、前記接着剤層を前記第１の水膨潤性ゲル化剤
でコーティングすることと、を含み、
　前記第１層の表面の第２部分上に配置された前記第１の水膨潤性ゲル化剤のうちの少な
くともいくらかを除去する工程を更に含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記デバイスを除染又は滅菌する工程を更に含み、前記除染又は滅菌する工程が、１０
ｋｇｙ～５０ｋｇｙの線量の電離放射線への曝露を含む、請求項８～１０のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１２】
　試料中の少なくとも１種の微生物を検出及び計数する方法であって、
　請求項１～７のいずれか一項に記載のデバイスを提供する工程と、
　前記第１層を前記第２層から分離する工程と、
　少なくとも１種の微生物を含有する試料のアリコートを前記第１の水膨潤性ゲル化剤又
は前記第２の水膨潤性ゲル化剤に添加して、接種されたデバイスを形成する工程と、
　前記第１層を前記第２層に再度積層する工程と、
　前記接種されたデバイスをインキュベートする工程と、を含む、方法。
【請求項１３】
　前記アリコートの添加後、前記第１層を前記第２層に再度積層する前に、前記第１のゲ
ル化剤が混合されない、請求項１２に記載の方法。
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